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は
じ
め
に

『
沙
石
集
』
に
は
、
一
一
一
二
話
の
説
話
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
話

末
に
は
、
経
典
や
典
籍
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
が
引
か
れ
、
評
語

が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
評
語
の
引
用
の
数
は
約
四
六

O
に
及
び
、

無
住
の
博
識
さ
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
引
用
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
書
名
を
引
用
し
て
い
る
書

だ
け
で
も
、
『
阿
含
経
』
、
『
円
覚
経
』
、
『
法
華
経
』
、
『
首
梼
厳
経
』
、

『
観
無
量
寿
経
』
、
『
大
日
経
』
な
ど
、
五

O
種
以
上
に
な
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
渡
辺
網
也
氏
は
「
宗
鏡
録
・
大
智
度
論
・
摩
詞
止
観
等

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
に

端
を
発
し
、
『
宗
鏡
録
』
本
文
と
無
住
の
著
作
の
本
文
を
照
合
し
て
、

い
く
つ
か
の
出
典
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
、

一
二
六

太

也

回

丈

『
万
善
同
帰
集
』
や
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
、
『
仏
法
大
明
録
』
、
『
楽

邦
文
類
』
、
『
法
華
経
顕
応
録
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。
概
し
て
、
無
住
は
『
法
華
経
』
や
『
首
拐
厳
経
』
な
ど
の
原

典
に
よ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
典
籍
に
よ
っ
て
孫
引
き
を
し
た
、
と
い
う

見
解
で
あ
る
。

た
だ
、
先
行
研
究
で
は
、
『
雑
談
集
』
や
『
聖
財
集
』
を
中
心
に

出
典
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
『
沙
石
集
』
は
そ
の
補
助
的
な
も
の

と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
渡
辺
氏
や
小
島
孝
之
氏
の

『
沙
石
集
』
の
注
釈
書
で
出
典
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め

る
べ
き
点
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
近
年
は
小
林
直
樹
氏
や
荒
木
浩
氏

に
よ
っ
て
『
沙
石
集
』
を
中
心
と
し
た
出
典
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
い
ま
だ
に
十
分
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
稿
者
の

調
査
に
よ
っ
て
、
無
住
が
注
釈
書
な
ど
の
二
次
的
な
資
料
を
も
と
に

原
典
を
再
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
依
然
と
し
て
出
典



調
査
の
余
地
は
あ
る
。
特
に
、
無
住
は
特
定
の
書
物
だ
け
で
は
な
く
、

孫
引
き
し
た
も
の
を
原
典
に
確
認
す
る
な
ど
微
細
に
渡
る
作
業
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
複
数
の
書
物
か
ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と

を
前
提
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
無
住
の
引
用
態

度
や
思
想
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
鎌
倉
期
の
一
般
的
な
兼
修
僧
の
代
表

的
な
存
在
で
あ
る
無
住
の
引
用
姿
勢
か
ら
修
学
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
一
端
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
『
沙
石
集
』
に
お
け
る
出
典

未
詳
箇
所
の
典
拠
を
考
証
す
る
。
ま
た
、
無
住
の
引
用
方
法
に
つ
い

て
も
新
た
に
言
及
し
て
い
き
、
合
わ
せ
て
無
住
や
同
時
代
の
寺
院
及

び
僧
侶
の
修
学
環
境
も
視
野
に
入
れ
て
考
証
し
て
い
き
た
い
。

一
、
巻
一
ノ
九
の
出
典
未
詳
箇
所
の

典
拠
に
つ
い
て

ま
ず
、
巻
一
ノ
九
「
和
光
の
方
便
に
て
妄
念
を
止
め
た
る
事
」
の

出
典
未
詳
箇
所
を
確
認
す
る
。
こ
の
話
は
、
「
な
に
が
し
の
阿
閣
梨
」

と
い
う
若
い
僧
が
、
熊
野
へ
参
詣
に
来
た
地
頭
の
娘
に
懸
想
す
る
例

話
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
僧
は
、
そ
の
娘
に
恋
心
を
抱
い
て
し
ま
い
、

『
沙
石
集
』
出
典
考

修
行
に
支
障
を
来
し
て
し
ま
う
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
娘
の
後

を
追
う
よ
う
に
し
て
上
総
へ
と
む
か
つ
た
。
鎌
倉
を
過
ぎ
て
六
浦
と

い
う
所
で
横
に
な
っ
て
休
ん
で
い
る
と
、
あ
る
夢
を
見
た
。
夢
の
中

で
は
、
上
総
へ
赴
き
地
頭
の
娘
と
一
緒
に
な
り
、
二
、
三
人
の
子
を

授
か
っ
た
が
、
長
男
が
一
三
歳
の
元
服
の
折
に
、
舟
か
ら
転
落
し
て

溺
死
し
て
し
ま
っ
た
。
夢
の
中
で
一
三
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
目

が
覚
め
た
僧
は
、
た
と
え
娘
と
一
緒
に
な
り
一
時
的
に
楽
し
み
栄
之

ょ
う
と
も
、
い
つ
か
は
滅
び
無
く
な
る
も
の
で
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と

だ
と
、
娘
へ
の
想
い
も
失
せ
て
熊
野
へ
帰
っ
た
と
い
う
。

こ
の
後
に
無
伎
は
、
『
荘
子
』
や
『
円
覚
経
』
、
『
白
氏
文
集
』
、

『
党
網
経
』
、
『
成
唯
識
論
』
等
を
引
く
。
そ
し
て
、
俗
世
の
こ
と
は

悟
り
の
境
地
か
ら
見
れ
ば
、
夢
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
連

し
た
例
を
引
用
し
、
「
三
有
の
眠
り
」
の
迷
い
の
境
地
か
ら
脱
す
る

べ
き
だ
と
説
く
。
こ
こ
に
出
典
未
詳
の
引
用
が
あ
る
の
で
、
本
文
を

一
部
抜
粋
す
る
。

荘
子
に
云
く
、
「
狗
は
普
く
吠
ゆ
る
を
以
て
良
し
と
せ
ず
。

人
は
普
く
言
ふ
を
以
て
賢
と
せ
ず
。
」
と
云
々
。
さ
れ
ば
法
門

を
よ
く
云
人
も
、
心
に
名
利
五
欲
の
思
ひ
忘
れ
ず
は
禅
門
に
遠

し
。
党
網
に
云
、
「
口
に
は
使
ち
空
と
説
き
て
、
行
は
有
の
中

に
在
り
。
」
末
代
は
真
実
の
知
恵
も
道
心
も
あ
る
人
希
れ
な
れ

一
二
七
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ば
、
口
に
は
法
を
説
き
な
が
ら
、
心
に
は
道
を
行
ず
る
事
な
し
。

さ
れ
ば
夢
の
中
の
事
を
実
と
と
の
み
思
て
、
執
心
ふ
か
く
愛
情

あ
つ
し
。
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唯
識
論
に
云
、
「
未
明
真
党
恒
処
夢
中
、
故
仏
説
為
生
死
長
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夜
」
と
云
へ
り
。
慈
恩
大
師
は
、
「
心
外
の
法
を
有
す
れ
ば
、

生
死
に
輪
廻
す
。
一
心
を
覚
知
す
れ
ば
、
生
死
永
く
棄
つ
。
」

と
釈
し
給
へ
り
。
生
死
の
長
夜
の
暁
け
ざ
る
事
、
心
外
に
法
を

み
て
妄
境
の
為
め
に
縛
ら
る
ミ
故
な
り
。
心
の
外
に
法
を
み
ず

は
、
法
即
心
に
し
て
生
死
を
出
べ
し
と
云
へ
り
。
心
あ
ら
む
人

一
心
の
源
を
覚
り
て
、
三
有
の
眠
り
を
さ
ま
す
べ
し
。

(
沙
・
巻
一
ノ
九
「
和
光
の
方
便
に
て

妄
念
を
止
め
た
る
事
」
)

右
の
引
用
箇
所
の
傍
線
部
b
が
出
典
未
詳
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
簡

所
は
、
「
慈
恩
大
師
は
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
著
作
に
よ
る
引

用
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
行
研
究
や
拙
稿
の
成
果
に
よ
る
と
孫
引

き
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
回
調
査
し
た
結
果
、

幾
つ
か
の
出
典
候
補
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

考
証
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
『
沙
石
集
』
に
記
し
て
あ
る
と
お
り
の
、
窺
基
が
撰
述

し
た
『
成
唯
識
論
述
記
』
(
以
下
、
『
論
述
記
』
)
を
確
認
す
る
。

一
二
八

論
。
由
此
使
遮
増
減
二
執
述
目
。
由
此
内
識
体
性
非
無
。
心

外
我
法
体
性
非
有
。
使
遮
外
計
離
心
之
境
実
有
増
執
。
及
遮
邪

見
悪
取
空
者
発
識
亦
無
損
減
空
執
。
即
離
空
有
説
唯
識
教
。
有

心
外
法
輪
廻
生
死
。
覚
知
一
心
生
死
永
棄
。
可
調
無
上
処
中
道

理
。
此
即
第
二
皆
仮
所
由
遮
増
減
執

『
論
述
記
』
巻
第
一
本
(
四
三
巻
・
二
四
三
頁

c
二
i
八
行
目
)

傍
線
部
①
が
、
『
沙
石
集
』
と
同
一
の
部
分
で
あ
る
。
『
論
述
記
』

は
、
玄
奨
訳
『
成
唯
識
論
』
の
注
釈
書
で
、
我
が
国
に
は
平
安
末
期

に
伝
来
さ
れ
て
以
降
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
唯
識
学
派
に
と
っ

て
は
基
礎
的
な
文
献
で
あ
っ
幻
o

そ
の
た
め
、
無
住
に
と
っ
て
も
触

れ
る
機
会
の
あ
っ
た
書
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
定
か
で
は
な

出
典
本
文
傍
線
部
と
『
沙
石
集
』
の
傍
線
部
は
一
致
し
て
い
る
が
、

前
後
の
関
係
性
に
明
確
な
一
致
が
み
ら
れ
な
い
。
「
未
明
真
覚
恒
処

夢
中
、
故
仏
説
為
生
死
長
夜
」
の
箇
所
は
、
『
論
述
記
』
本
文
に
も

存
在
す
る
が
、
大
き
く
離
れ
た
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
『
論

述
記
』
が
出
典
で
あ
る
と
は
確
証
で
き
な
い
。

次
に
、
『
宗
鏡
録
』
を
確
認
す
る
。

問
。
破
外
境
空
立
唯
識
有
者
。
境
従
何
而
空
。
識
従
何
而
有
。

答
。
境
随
情
起
。
識
逐
縁
生
。
情
唯
遍
計
之
心
。
縁
是
依
他
之



性
。
縁
法
是
有
。
依
勝
義
之
門
。
情
執
本
空
。
帰
世
俗
之
道
。

識
論
云
。
外
境
随
情
而
施
設
故
。
非
有
知
識
。
内
識
必
依
因
縁

生
。
故
非
無
如
境
。
由
此
使
遮
増
減
二
執
。
境
依
内
識
而
仮
立

故
。
唯
世
俗
有
。
識
是
仮
境
所
依
事
故
。
亦
勝
義
有
。
釈
云
。

外
境
是
遍
計
所
執
。
心
外
資
境
。
由
随
妄
情
施
設
為
仮
。
体
実

都
無
。
非
与
依
他
内
識
相
似
。
内
識
体
是
依
他
故
。
必
依
種
子

因
縁
所
生
。
非
体
全
無
如
遍
計
境
。
彼
実
我
法
。
猶
如
亀
毛
織

依
他
有
。
故
非
彼
類
。
此
中
色
等
相
見
二
分
。
内
識
所
変
。
不

離
識
故
。
総
名
内
識
。
由
此
内
識
体
性
非
無
。
心
外
我
法
体
性

非
有
。
使
遮
外
計
離
心
之
境
実
有
増
減
執
。
及
遮
邪
見
悪
取
空

眠
I
l
l
l
l
1
1
1
l
l
l
'

者
発
識
亦
無
妄
空
減
執
。
即
離
空
有
説
唯
識
教
。
有
心
外
法
輪

廻
生
死
。
党
知
一
心
生
死
永
棄
。
可
調
無
上
処
中
道
理

『
宗
鏡
録
』
巻
第
六
七
(
四
八
巻
・
七
九
四
頁

c
一
八

1
七
九
五
頁

a
五
行
日
)

傍
線
部
②
も
、
『
沙
石
集
』
の
傍
線
部
b
と
一
致
し
て
い
る
。
『
宗

鏡
録
』
は
、
宋
の
延
寿
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
書
で
、
東
福
寺
の
円

爾
が
宋
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
禅
教
一
致
を
説
き
、
円
爾
が

重
用
し
た
書
で
あ
る
。
無
住
も
円
爾
に
影
響
を
受
け
て
『
宗
鏡
録
』

を
参
照
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
無
住
が
閲

覧
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
普
門
院
の
蔵
書
に
も
そ
の
名
が
み
ら
れ

『
沙
石
集
』
出
典
考

る
。
普
門
院
は
、
東
福
寺
内
に
あ
り
、
円
爾
の
弟
子
で
あ
る
俊
顕
と

い
う
僧
が
師
か
ら
譲
ら
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
『
雑
談
集
』
巻
九
「
仏

法
盛
衰
事
」
に
も
無
住
と
俊
顕
と
の
交
流
を
記
し
た
次
の
記
事
が
あ

る。

故
東
編
寺
開
山
の
門
弟
に
、
本
智
房
と
云
僧
の
物
語
す
る
こ

と
侍
し
。
閉
山
入
滅
の
後
、
無
関
の
住
持
の
時
、
相
見
の
為
東

福
寺
へ
参
ら
し
め
し
時
、
組
問
門
寺
に
て
茶
な
ど
す
、
め
て
、
物

語
侍
し
。
そ
れ
最
後
の
相
見
に
て
侍
け
る
。
我
身
の
事
を
か
た

り
侍
し
。
平
家
の
池
大
納
言
の
末
葉
と
か
や
承
候
し
。
故
長
老

の
貴
く
を
は
し
ま
し
、
故
に
、
童
部
に
て
侍
し
時
、
親
に
暇
乞

候
て
、
参
じ
て
給
仕
し
事
、
昔
の
大
王
の
跡
を
ま
な
ぷ
心
ざ
し
、

み
な
菜
つ
み
、
水
く
み
す
る
如
く
、
昼
夜
給
事
仕
り
し
事
、
く

は
し
く
申
て
、
打
泣
/
¥
か
た
り
し
。

冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
「
本
智
房
」
は
、
俊
顕
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
が
譲
ら
れ
た
普
門
院
に
は
、
円
爾
が
将
来
し
た
書
物
が
収
蔵
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
円
爾
自
身
が
『
三
教
典
籍
目
録
』
と
い
う
も
の
を

作
成
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
目
録
は
現
在
、
『
一
以
大
道
普
門
院

経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
』
と
し
て
伝
米
し
、
円
爾
が
作
成
し
た

『
三
教
典
籍
目
録
』
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
普
門
寺
目
録
』
は

東
福
寺
二
八
世
大
道
一
以
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
枝

一
二
九
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愛
真
氏
に
よ
る
と
、
「
普
門
院
の
蔵
書
目
録
は
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度

か
作
り
変
」
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
、
『
普
門
寺
目
録
』
も
そ
の
一

部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
無
住
は
円
爾
の
生
前
に
門
弟
と

し
て
俊
顕
と
の
パ
イ
プ
を
作
り
、
後
年
に
普
門
院
の
蔵
書
を
閲
覧
し

て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
が
修
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
普
門
寺
蔵
書
を
誰
も
が
閲
覧
で
き
た
と

は
考
え
難
く
、
閲
覧
で
き
た
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
円

爾
普
門
院
四
至
勝
示
誼
文
』
に
は
、
「
当
院
之
内
外
典
籍
等
、
不
可

出
寺
外
」
と
記
し
て
あ
る
。
円
爾
門
下
で
学
ぷ
中
で
俊
顕
と
交
流
を

深
め
た
無
住
は
、
こ
の
よ
う
に
知
識
を
深
め
る
基
盤
を
作
っ
て
い
た
。

そ
の
蔵
書
目
録
が
現
在
も
『
一
以
大
道
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒

書
等
目
録
』
(
以
下
、
『
普
門
寺
目
録
』
)
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
『
宗
鏡
録
』
の
書
名
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
無
住
が
当
該

書
を
閲
覧
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
、
今
回
の
場
合
は
、
傍
線
部
b
、
②
の
一
致
は
認
め
ら
れ
る

が
、
『
宗
鏡
録
』
で
は
、
「
境
」
と
「
空
」
に
つ
い
て
の
問
答
が
記
さ

れ
て
お
り
、
『
沙
石
集
』
の
よ
う
な
内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
『
宗
鏡
録
』
の
別
の
巻
に
傍
線
部

a
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、

『
論
述
記
』
と
同
様
に
巻
が
異
な
り
大
き
く
離
れ
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
は
、
『
普
門
寺
目
録
』
の
記
載
と
無
住
が
重
用
し
て
い
た
こ
と

一
三

O

か
ら
、
出
典
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
推
測
の
域
を
脱
し
得
な
い
。

次
に
、
貞
慶
撰
『
注
三
十
頒
』
の
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
。

論
云
。
我
法
分
別
薫
習
力
故
。
諸
識
生
時
。
変
似
我
法
。
此
我

法
相
雄
在
内
識
。
而
由
分
別
似
外
境
現
。
諸
有
情
類
。
無
始
時

来
縁
此
執
為
実
我
実
法
。
如
患
夢
者
。
患
夢
力
故
。
心
似
種

種
外
境
相
現
。
縁
此
執
為
実
有
外
境
文

疏
云
。
護
法
等
云
。
第
六
七
識
妄
蕪
習
故
。
八
識
生
時
。
変
似

我
法
。
上
文
云
。
世
間
凡
夫
依
識
所
変
相
見
二
分
依
他
性
上
。

執
為
我
法
。
此
所
変
者
。
似
彼
妄
情
。
名
似
我
法
。
彼
妄
所
執

我
法
実
無
。
文
云
。
有
心
外
法
輪
廻
生
死
。
覚
知
一
心
生
死
永

棄。
『
注
三
十
頒
』
(
六
八
巻
・
一
一
五
頁

a
八
j
a
一
八
行
目
)

こ
ち
ら
も
傍
線
部
は
一
致
し
て
い
る
が
、
前
後
の
内
容
が
合
致
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
『
注
三
十
頒
』
に
は
、
傍
線
部

a
に
該
当
す
る

箇
所
が
な
く
、
関
連
性
も
薄
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
撰
者
の
貞

慶
は
、
戒
律
を
復
興
し
た
人
物
で
あ
り
、
真
言
律
宗
を
修
学
し
た
無

住
に
と
っ
て
は
、
印
象
深
い
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
貞
慶
l

戒
如
l
叡
尊
l
忍
性
l
無
住
と
い
う
流
れ
が
確
認
で
き
る
た
め
、

『
注
三
十
頒
』
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
傍
線
部
③
が
出
典
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も



あ
る
。次
に
、
良
遍
撰
の
『
真
心
要
決
』
を
検
証
す
る
。

応
離
一
切
有
無
等
執
悟
法
真
理
非
有
非
空
文
加
之
大
師
判
空
為

六
故
入
於
真
性
。
撲
揚
述
若
論
顕
理
要
資
空
観
。
凡
此
門
意
。

一
切
諸
法
皆
無
自
性
。
無
生
無
滅
本
来
寂
静
自
性
浬
襲
。
其
無

生
誠
之
一
法
者
即
是
一
心
。
万
法
皆
如
而
摂
在
於
一
心
故
。
其

一
心
者
即
無
分
別
離
文
字
法
。
一
切
善
悪
都
莫
思
量
。
胸
中
更

不
置
於
一
物
。
若
住
此
心
。
三
世
諸
悌
十
方
衆
生
一
体
無
異
。

即
是
仏
心
。
是
名
三
無
差
別
妙
理
。
亦
名
為
自
性
清
浄
心
。
亦

得
名
為
無
上
菩
提
。
亦
得
称
大
般
湿
襲
。
覚
徳
明
浄
故
。
党
体

寂
然
故
。
名
観
名
止
亦
復
不
述
。
始
知
此
理
。
生
死
混
繋
猶
如

作
夢
〈
唯
識
/
論
云
〉
有
心
外
法
輪
組
生
死
。
党
知
一
心
生
死

永
棄
。
可
調
無
上
処
中
妙
理
。
其
義
誠
故
。
是
以
諸
仏
極
証
一

念
無
生
。
生
死
超
絶
身
心
冥
寂
。
以
心
求
心
心
選
外
境
。
住
空

取
空
空
亦
情
有
。
欲
観
一
心
須
止
一
心
。
心
外
無
心
故
。

『
真
心
要
決
』
前
抄
(
七
一
巻
・
八
九
頁

c
一
七

i
九
O
頁

a
五
行
目
)

こ
ち
ら
も
傍
線
部
は
一
致
し
て
い
る
。
前
後
関
係
に
明
確
な
合
致

は
み
ら
れ
な
い
が
、
「
其
無
生
滅
之
一
法
者
即
是
一
心
」
と
『
沙
石

集
』
の
「
法
即
心
」
、
な
ど
の
「
心
」
や
「
一
心
」
と
い
っ
た
共
通

『
沙
石
集
』
出
典
考

す
る
言
葉
を
則
い
て
い
る
。
必
ず
し
も
一
致
は
し
て
い
な
い
が
、

「
心
」
に
収
敬
す
る
論
の
進
め
方
が
構
造
的
に
類
似
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
内
容
及
び
結
び
方
と
し
て
は
、
無
住
は

『
真
心
要
決
』
を
参
考
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
く
。

ま
た
、
『
普
門
寺
目
録
』
に
は
、
「
真
心
要
決
上
中
下
三
巻
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
無
住
も
こ
れ
を
閲
覧
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
M却
}

次
に
、
覚
盛
記
の
『
菩
薩
戒
本
宗
雑
文
集
』
を
検
証
す
る
。

唯
識
論
第
一
云
。
世
間
聖
教
説
有
我
法
。
但
由
俄
立
。
非
実
有

性
。
我
調
主
宰
。
法
謂
軌
持
。

O
我
法
分
別
頭
習
力
故
。
諸
識

生
時
変
似
我
法
。
此
我
相
雄
在
内
識
。
而
由
分
別
似
外
境
現
。

諸
有
情
類
如
始
時
来
縁
此
執
為
我
実
法
。
如
幻
・
夢
者
。
幻
・
夢

力
故
心
似
種
種
外
境
相
現
。
縁
此
執
為
実
有
外
境

疏
云
。
護
法
等
云
。
第
六
七
識
妄
燕
習
故
。
八
識
生
時
捜
似
我

法
。
上
文
云
。
世
間
凡
夫
依
識
所
変
相
見
二
分
依
他
起
性
上
執

為
我
法
。
此
所
変
者
似
ヲ
以
彼
妄
境
名
似
我
法
。
彼
妄
所
執
我

法
実
無
。
又
云
。
有
外
法
輪
廻
生
死
。
覚
知
一
心
生
死
永
棄

『
菩
薩
戒
本
宗
雑
文
集
』
(
七
四
巻
・
四
三
頁

c
二
九

i
四
四
頁

a
一
二
行
目
)

傍
線
部
b
、
⑤
は
一
致
し
て
い
る
が
、
前
後
の
内
容
が
『
沙
石
集
』

と
は
大
き
く
こ
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
出
典
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な

一一一一一
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い
。
た
だ
、
党
盛
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
良
遍
と

の
師
弟
関
係
か
ら
無
住
と
な
ん
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
た
と
も
推
測
さ

れ
る
。『
沙
石
集
』
巻
一
ノ
九
「
和
光
の
方
便
に
て
妄
念
を
止
め
た
る
事
」

の
出
典
未
詳
箇
所
に
つ
い
て
、
『
論
述
記
』
、
『
宗
鏡
録
』
、
『
注
三
十

頒
』
、
『
真
心
要
決
』
、
『
菩
薩
戒
本
宗
雑
文
集
』
の
そ
れ
ぞ
れ
検
証
を

し
て
き
た
が
、
ど
れ
も
明
確
な
出
典
と
思
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
無
住
自
身
が
記
す
際
に
、
自

身
の
論
説
に
整
合
す
る
よ
う
に
編
集
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
『
沙
石
集
』
の
引
用
箇
所
が
、
『
真
心
要
決
』
と
内
容
が
類
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
住
は
当
書
か
ら
着
想
を
得
て
、
『
宗
鏡
録
』

で
傍
線
部

a
を
取
り
入
れ
、
『
論
述
記
』
、
『
成
唯
識
論
』
で
確
認
、

も
し
く
は
講
話
な
ど
の
聴
聞
資
料
な
ど
を
用
い
て
確
認
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
に
、
無
住
は
孫
引
き
を
す
る
際
に
、
原
(n) 

典
を
確
認
し
て
、
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
引

用
す
る
際
に
様
々
な
資
料
に
当
た
り
、
評
語
の
展
開
に
整
合
す
る
よ

う
に
要
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
組
み
立
て
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
し
て
出
典
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
て
も
、
無
住
が
参
考
に
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
一一一一一

二
、
巻
三
ノ
ニ
の
出
典
未
詳
箇
所
の

典
拠
に
つ
い
て

次
に
、
巻
三
ノ
二
「
問
注
に
我
れ
と
負
け
た
る
人
の
事
」
の
出
典

未
詳
箇
所
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
該
当
箇
所
の
説
話
の
内
容
だ
が
、

下
総
の
御
家
人
と
領
家
の
代
官
と
の
相
論
に
お
い
て
、
北
条
泰
時
の

優
れ
た
人
柄
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
の
御
家
人
と
代
官
が
問
答
を
し
、
議
論
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
領

家
の
方
が
重
要
な
点
の
道
理
を
述
べ
た
の
で
、
御
家
人
に
勝
ち
目
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
普
通
な
ら
ば
少
し
で
も
釈
明
を
す
る
者
が

多
い
の
だ
が
、
こ
の
御
家
人
は
あ
っ
さ
り
と
素
直
に
負
け
を
認
め
た
。

泰
時
は
、
そ
の
素
直
さ
と
潔
さ
に
感
服
し
、
涙
ぐ
み
な
が
ら
褒
め
称

え
た
。
そ
の
暁
に
滞
納
し
た
年
貢
の
半
分
を
減
免
し
た
。
無
住
は
こ

の
こ
と
に
、
正
直
に
負
け
を
認
め
た
か
ら
こ
そ
、
減
免
さ
れ
た
の
だ

と
「
負
け
た
れ
ば
こ
そ
勝
ち
た
れ
の
風
情
」
で
あ
る
と
説
明
し
、
正

直
の
道
を
勧
め
る
。
出
典
未
詳
箇
所
は
、
正
直
の
道
を
説
く
た
め
に

経
典
か
ら
例
を
引
用
し
て
い
る
次
の
箇
所
で
あ
る
。

人
は
物
の
道
理
を
知
り
、
正
直
な
る
べ
き
物
な
り
。
失
を
犯

し
て
も
、
物
の
道
理
を
知
り
て
我
が
ひ
が
事
と
思
ひ
て
、
正
直



に
失
を
顕
は
し
恐
れ
慎
め
ば
、
そ
の
失
許
さ
る
る
な
り
。
失
と

も
思
は
ず
、
隠
し
、
そ
ら
事
を
も
て
あ
や
ま
ら
ぬ
由
を
云
ふ
は
、

弥
失
も
重
し
。
仏
法
の
中
の
峨
悔
も
こ
の
心
な
り
。
心
地
観
経

に
云
は
く
、
「
祈

M
矧
到
幽
胡
削
銅
剣
樹
到

U
1封
劇
倒
倒
判

れ
ば
罪
即
ち
消
滅
す
」
と
い
へ
り
。
木
の
根
に
土
を
置
け
ば
木

弥
さ
か
え
、
根
を
あ
ら
は
せ
ば
木
の
枯
る
る
に
喰
ふ
。
罪
障
の

木
を
枯
ら
さ
ん
と
思
は
ば
、
発
露
機
悔
し
て
根
を
あ
ら
は
す
べ

'レ。

(
沙
・
巻
三
ノ
二
「
問
注
に
我
れ
と
負
け
た
る
人
の
事
」
)

傍
線
部
d
が
出
典
未
詳
簡
所
で
あ
る
。
御
家
人
の
よ
う
に
正
直
に

非
を
認
め
れ
ば
、
年
貢
が
減
免
さ
れ
る
よ
う
に
そ
の
罪
も
許
さ
れ
る
。

し
か
し
、
罪
を
隠
せ
ば
、
ま
す
ま
す
皿
作
は
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
正
直
に
皿
作
を
認
め
悌
悔
す
る
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。

「
心
地
観
経
に
云
は
く
」
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
書
に
こ
の
形

の
旬
は
み
え
な
い
。
今
回
の
調
査
で
、
『
大
般
浬
繋
経
』
(
以
下
、

(
幻
}

『
湿
繋
経
』
)
に
同
様
の
句
が
み
ら
れ
た
。
ま
ず
は
、
暴
無
識
訳
『
浬

繋
経
』
の
該
当
箇
所
か
ら
検
証
し
て
い
く
。

大
王
。
富
有
二
種
。
一
者
象
馬
種
種
畜
生
。
二
者
金
銀
種
種
珍

宝
。
象
馬
難
多
不
敵
一
珠
。
大
王
。
衆
生
亦
爾
。
一
者
悪
富
。

二
者
善
富
。
多
作
諸
悪
不
如
一
善
。
臣
聞
仏
説
修
一
善
心
破
百

『
沙
石
集
』
出
典
考

積
悪
。
大
王
。
如
少
金
剛
能
境
須
弥
。
亦
如
少
火
能
焼
一
切
。

如
少
毒
薬
能
害
衆
生
。
少
普
亦
爾
能
破
大
慈
。
錐
名
少
普
其
実

是
大
。
何
以
故
。
破
大
慈
故
。
大
王
。
如
仏
所
説
覆
蔵
者
漏
。

不
渡
蔵
者
則
無
有
漏
。
発
露
悔
過
是
故
不
漏
。
若
作
衆
罪
不
覆

不
蔵
。
以
不
覆
故
罪
則
微
薄
。
若
懐
慨
憐
罪
則
消
滅
。
大
玉
。

知
水
浦
雄
微
漸
盈
大
器
。
善
心
亦
爾
。
二
善
心
能
破
大
悪
。

週
明
剖
捌
則
自
叶
割
削
側
斜
則
調
。
是
故
諸
仏
説
有

智
者
不
覆
蔵
罪
。
善
哉
大
王
。
能
信
因
果
信
業
信
報
。
唯
願
大

玉
莫
懐
愁
怖
。
若
有
衆
生
造
作
諸
罪
。
覆
蔵
不
悔
心
無
慨
憾
。

不
見
因
果
及
以
業
報
。

『
大
般
出
挺
経
』
巻
第
一
九
(
一
二
巻
・
四
七
七
頁

c
八
1
二
三
行
目
)

普
惑
に
つ
い
て
「
倣
悔
」
を
す
る
か
否
か
と
い
う
基
準
を
も
っ
て

記
し
て
い
る
。
傍
線
部
⑦
が
出
典
該
当
箇
所
で
あ
る
。
語
句
の
異
同

は
「
隠
」
と
「
覆
」
が
あ
る
が
、
意
味
に
相
違
は
な
い
。
内
容
と
し

て
は
、
『
湿
鍵
経
』
が
、
細
か
な
例
を
以
て
「
罪
不
覆
」
や
「
発
露

憐
悔
」
を
基
準
に
善
悪
を
分
け
て
い
る
の
に
対
し
、
『
沙
石
集
』
は

御
家
人
の
み
の
喰
え
で
丁
寧
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な

構
造
は
類
似
し
て
お
り
、
罪
を
隠
さ
ず
に
俄
悔
す
る
こ
と
を
善
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
部

c
と
傍
線
部
⑥
の
内
容
も
、
過
ち
を
認
め

一一一一一一一
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隠
さ
な
け
れ
ば
、
罪
は
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
大
意
で
あ
り
、
共
通
性

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
語
句
及
び
内
容
を
勘
案
す

る
と
出
典
と
し
て
適
切
で
あ
る
。

た
だ
、
『
普
門
寺
目
録
』
に
は
『
浬
繋
経
』
の
記
載
は
な
く
、
無

住
が
ど
の
よ
う
な
形
で
こ
の
内
容
を
知
り
得
た
の
か
は
判
然
と
し
な

い
。
し
か
し
、
『
浬
襲
経
』
は
主
要
な
経
典
で
あ
る
た
め
、
当
時
の

教
養
を
身
に
着
け
て
い
る
僧
な
ら
ば
知
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
無
住
は
、
『
沙
石
集
』
巻
三
ノ
二
以
外
に
も
、
巻
二
ノ
一
、
八
、

巻
五
本
ノ
一
、
巻
八
ノ
三
、
巻
九
ノ
二
五
の
五
箇
所
で
取
り
挙
げ
て

い
る
た
め
、
閲
覧
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
『
浬
襲
経
』

該
当
箇
所
が
傍
線
部
d
の
出
典
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

『
沙
石
集
』
巻
一
ノ
九
と
巻
三
ノ
二
の
出
典
未
詳
の
典
拠
に
つ
い

て
考
証
し
て
き
た
。
無
住
が
『
沙
石
集
』
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

引
用
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
も
着
目
し
た
が
、
巻
一
ノ
九
の

『
論
述
記
』
、
『
宗
鏡
録
』
、
『
注
三
十
頒
』
、
『
真
心
要
決
』
、
『
菩
麓
戒

本
宗
雑
文
集
』
の
検
証
に
よ
っ
て
典
籍
を
遡
っ
て
参
照
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
『
普
門
寺
目
録
』
に
記
さ
れ
て
い

一
三
四

る
よ
う
な
無
住
が
比
較
的
閲
覧
し
や
す
い
『
真
心
要
決
』
や
『
宗
鏡

録
』
な
ど
の
書
物
に
着
想
を
得
て
、
『
論
述
記
』

l

『
成
唯
識
論
』

と
い
っ
た
順
に
遡
っ
て
確
認
し
て
い
る
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
、
無
住

の
引
用
方
法
が
単
純
な
孫
引
き
で
は
な
く
、
原
典
を
参
照
し
て
い
る

一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
で
は
、
律
で
重
用

さ
れ
て
い
た
書
や
律
僧
の
手
に
よ
る
書
が
み
ら
れ
、
無
住
の
律
に
対

す
る
意
識
と
知
見
の
広
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
巻
三
ノ
こ
で
は
、
『
浬
襲
経
』
の
細
分
化
さ
れ
た
喰
え
に

対
し
て
、
一
つ
の
喰
え
で
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
編
集
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
経
典
の
抽
象
的
な
概
念
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
を

容
易
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
引
用
方
法
を
取
る
こ
と
が
無
住

の
一
つ
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
出
典
未
詳
箇
所
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
っ
て

そ
の
引
用
、
利
用
方
法
に
言
及
し
て
無
住
の
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
無
住
の
他
の
著
作
で
あ
る
『
雑

談
集
』
や
『
聖
財
集
』
と
も
比
較
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に

『
沙
石
集
』
で
は
、
序
文
に
あ
る
通
り
、
「
愚
か
な
る
人
」
な
ど
の
仏

道
に
諌
遠
な
者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
平
易
な
表
現
が
多
く
、

出
典
を
そ
の
ま
ま
引
く
の
で
は
な
く
、
噛
み
砕
い
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
今
後
は
、
そ
の
点
に
注
意
し
て
、
他
の
著
作
に



も
当
た
っ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。

註
(
l
)

拙
稿
「
『
沙
石
集
』
出
典
考
l
出
典
未
詳
箇
所
の
典
拠
に
つ
い

て
l
」
(
『
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
七
、
龍
谷
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
紀
要
編
集
委
員
会
、
二

O
一
五
年
)

(
2
)
・
『
沙
石
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と

す
る
小
島
孝
之
『
沙
石
集
』
(
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
、

小
学
館
、
二

O
O
一
年
)
を
使
用
し
た
。
本
文
中
で
は
「
新
全
集
」

と
略
記
し
た
。
な
お
、
校
訂
さ
れ
て
い
る
本
文
は
、
渡
辺
綱
也

『
校
訂
広
本
沙
石
集
』
(
日
本
書
房
、
一
九
四
三
年
)
に
よ
っ
て

米
沢
本
の
も
の
に
改
め
た
。

・
『
雑
談
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
山
田
昭
全
二
二
木
紀
人
編
校
『
雑

談
集
』
(
『
中
世
の
文
学
』
第
一
朋
第
三
回
配
本
、
コ
一
弥
井
書
府
、

一
九
七
三
年
)
を
使
用
し
た
。

・
資
料
お
よ
び
史
料
の
引
用
に
際
し
て
次
の
こ
と
を
行
っ
た
。

・
引
用
文
は
、
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
た
。
引
用
文
が
短
い
場

合
は
「
」
の
中
に
入
れ
、
本
文
中
に
記
し
た
。

・
片
仮
名
は
す
べ
て
平
仮
名
に
改
め
た
。

・
旧
字
、
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
割
註
は
〈
〉
内
に
記
し
、
改
行
部
分
に
は
「
/
」
を
付
し
た
。

『
沙
石
集
』
出
典
考

-
傍
線
と
囲
い
は
引
用
者
に
よ
る
。

・
『
沙
石
集
』
、
『
雑
談
集
』
引
用
の
際
に
は
漢
文
を
訓
読
し
た
も
の

も
あ
る
0

・
他
脅
か
ら
の
引
用
箇
所
に
は
「
」
で
括
っ
た
。

・
『
沙
石
集
』
の
引
用
文
末
尾
に
は
、
(
)
内
に
「
作
品
名
巻
数
・

条
数
・
条
名
」
を
記
し
た
。
(
例
一
沙
・
米
・
巻
一
ノ
一
「
太
神

宮
の
御
事
」
)

・
出
典
の
引
用
は
、
『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

S
A
T

に
よ
っ
た
0

・
出
典
の
引
用
に
際
し
て
、
そ
の
本
文
の
末
尾
に
、
出
典
名
・
巻
数
・

(
大
正
新
情
大
蔵
経
の
巻
数
・
頁
数
・
行
数
)
を
記
し
た
。
但
し
、

経
典
お
よ
び
典
籍
の
巻
数
が
『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
に
な
い
場
合

は
記
し
て
い
な
い
。

(
3
)

先
行
研
究
は
次
の
通
り
。
渡
辺
綱
也
『
沙
石
集
』
(
日
本
古
典
文

学
大
系
八
五
、
岩
波
書
倍
、
一
九
六
六
年
)
、
山
田
昭
全
・
三
木
紀

人
編
校
『
雑
談
集
』
中
世
の
文
学
(
一
二
弥
井
啓
応
、
一
九
七
三
年
)
、

石
田
瑞
麿
「
『
雑
談
集
』
出
典
考
」
(
『
仏
教
文
学
』
創
刊
号
、
一
九

七
七
年
)
、
三
国
博
「
無
住
と
智
党
禅
師
延
寿
の
著
作
」
(
『
大
正
大

学
大
学
院
研
究
論
集
』
六
、
一
九
八
二
年
)
、
小
林
直
樹
「
『
沙
石
集
』

と
『
摩
詞
止
観
』
註
釈
番
」
(
『
人
文
研
究
』
凶
五
l

一
、
大
阪
市
立

大
学
文
学
部
紀
要
、
一
九
九
三
年
一
)
、
荒
木
浩
「
無
住
と
円
爾
l

『
宗
鏡
録
』
と
『
仏
法
大
明
録
』
の
周
辺
|
」
(
『
説
話
文
学
研
究
』

一
三
五
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三
五
、
二

O
O
O年
)
、
小
島
孝
之
『
沙
石
集
』
(
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
五
二
、
小
学
館
、
二

O
O
一
年
)
、
小
林
直
樹
「
無
住
と
南

宋
代
成
立
典
籍
」
(
『
文
学
史
研
究
』
五
三
、
二

O
一
三
年
)
、
同

「
無
住
と
持
経
者
伝
l

『
法
華
経
顕
応
録
』
享
受
・
補
遺
l
」
(
『
文

学
史
研
究
』
五
五
、
二

O
一
五
年
)

(
4
)

拙
稿
「
『
沙
石
集
』
出
典
考
l
出
典
未
詳
筒
所
の
典
拠
に
つ
い
て
l

」
(
『
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
七
、
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
編
集
委
員
会
、
二

O
一
五
年
)

(
5
)

中
国
唐
代
の
学
僧
。
名
は
基
、
一
般
に
窺
基
と
称
さ
れ
る
。
字
は

洪
道
。
玄
撲
に
師
事
し
て
『
成
唯
識
論
』
の
翻
訳
に
功
が
あ
っ
た
。

多
数
の
著
作
を
著
し
て
「
百
本
論
師
」
と
呼
ば
れ
た
。
法
相
宗
の
開

組
。
永
淳
元
年
(
六
八
二
)
没
、
五
一
歳
。

(
6
)

小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
六
巻
(
大
東
出
版
社
、
一
九

三
三
年
)

(
7
)

『
沙
石
集
』
と
は
異
な
り
、
後
出
し
て
い
る
。
次
に
該
当
筒
所
を

引
用
す
る
。

論
。
知
夢
未
党
至
色
境
唯
識
述
目
。
下
論
主
答
中
。
先
挙
極

成
為
轍
。
調
如
夢
未
覚
不
能
自
知
。
要
至
党
時
方
能
追
憶
前
夢

之
境
而
体
不
実
方
党
知
夢
後
釈
先
難
。
党
時
境
色
応
知
亦
倒
。

唯
識
二
十
頒
云
。
未
党
不
能
知
夢
所
見
非
有
。
調
未
真
党
恒
不

能
自
知
。
至
得
無
漏
真
党
之
時
。
亦
能
追
憶
生
死
之
夢
境
。
党

知
是
夢
境
皆
非
有
。
如
何
生
死
説
為
夢
耶
。
未
得
夢
党
恒
処
夢

一一ニムハ

中
。
故
仏
説
為
生
死
長
夜
。
情
如
夢
故
。
由
斯
道
理
未
了
色
等

境
色
唯
識
上
来
依
教
設
難
詑
。
自
下
第
八
外
取
他
心
難
。

『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
第
七
末
(
四
三
巻
・
四
九
三
頁

c
三
1
一
三
行
目
)

『
雑
談
集
』
巻
三
ノ
五
「
愚
老
述
懐
」

宗
鏡
録
退
披
覧
、
開
山
(
※
稿
者
註
一
円
爾
)
の
風
情
、
宗
鏡

録
の
意
な
り
。

問
、
巻
一
ノ
一
四
「
三
学
事
」

三
学
の
諸
宗
同
じ
く
信
じ
、
別
し
て
宗
鏡
録
禅
教
和
会
偏
執
無

き
故
多
年
愛
す
。

(
9
)

『
型
一
国
師
年
譜
』
に
は
、
円
爾
が
俊
顕
に
普
門
院
を
託
す
こ
と
、

『
三
教
典
籍
目
録
』
を
作
成
し
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

(
稿
者
註
一
弘
安
)
三
年
庚
辰

師
七
十
九
歳
〈
中
略
〉
(
※
稿
者
註
一
五
月
)
二
日
召
二
俊
顕
↓

本
智
房
付
ニ
常
楽
庵
事
一
云
。
仏
鑑
頂
相
。
仏
鑑
親
書
宗
派
。
及

法
務
法
衣
直
綴
券
書
等
。
一
一
領
受
。
勿
コ
敢
遺
墜
一
。
但
宜
F

勃
コ
興
叢
林
可
能
令
中
宗
風
永
永
不
L
断。

O
二
十
一
日
。
復
付
ニ

俊
顕
-
以
τ
普
門
院
・
。

O
六
月
一
日
師
製
二
東
福
規
範
十
条
一
。

O
二
日
移
=
常
楽
施
一
。
藤
丞
相
実
経
入
ル
山
間
b

疾
。
或
候
視

経
二
信
宿
↓
。
有
・
↓
僧
床
坐
不
L

眠
之
旬
、
光
明
崎
寺
刷
前
。
自

製
ニ
願
文
」
。
祈
コ
師
安
康
a

。
O
文
応
上
自
主
遺
レ
医
豚
b

病
。
師
謹

謝
レ
恩
還
レ
之
。
上
皇
軍
遺
レ
使
目
。
朕
雄
J

一
久
聴
ニ
法
議
」
。
而

(
8
)
 



未
ル
磁
闘
奥
・
。
和
尚
如
不
レ
可
b

詩
。
朕
依
・
J

誰
人
・
諮
問
此
段

大
事

4
0
0六
日
。
師
自
造
コ
三
教
典
籍
目
録
」
。
慣
二
普
門
書

庫
J

。

(
叩
)
今
枝
愛
真
「
『
普
門
院
蔵
書
目
録
』
と
『
元
亨
釈
書
』
最
古
の
写

本
1
大
道
一
以
の
筆
跡
を
め
ぐ
っ
て
l
」
(
『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記

念
論
文
集
』
、
閉
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
会
、
一
九
六
三
年
)

(
日
)
「
東
福
寺
文
書
こ

(
問
)
『
普
門
寺
目
録
』
に
、
「
宗
鏡
録
一
部
廿
冊
」
、
「
宗
鋭
録
一
部

百
巻
」
と
あ
る
。

(
日
)
次
に
該
当
簡
所
を
引
用
す
る
。
傍
線
部
が
一
致
筒
所
で
あ
る
。

第
七
夢
党
相
避
難
。
唯
識
論
云
。
若
党
時
色
皆
如
夢
境
不
離
識

者
。
如
従
夢
党
知
彼
唯
心
。
何
故
党
時
於
白
色
境
不
知
唯
識
。

答
。
唯
識
論
云
。
如
夢
未
党
不
能
自
知
。
要
至
党
時
方
能
追
党
。

党
時
境
色
応
知
亦
爾
。
未
真
覚
位
不
能
自
知
。
至
真
党
時
方
能

追
覚
。
未
得
真
覚
恒
処
夢
中
。
故
仏
説
為
生
死
長
夜
。
由
斯
未

了
色
境
唯
識
。
即
第
七
是
生
死
長
夜
根
本
。
能
令
起
惑
造
業
三

界
輪
・
週
。
直
須
至
真
党
位
時
方
知
一
切
皆
是
唯
識
。
所
以
唯
識

枢
要
『
宗
鏡
録
』
巻
第
六
四
(
四
八
巻
・
七
七
六
頁

a
二
九
i
b
八

行
目
)

(
M
)

貞
慶
は
、
久
寿
二
年
(
一
一
五
五
)
五
月
二
一
日
生
ま
れ
。
藤
原

通
態
の
孫
。
法
相
宗
。
興
福
寺
の
党
議
に
師
事
し
、
維
摩
会
(
ゆ
い

『
沙
石
集
』
出
典
考

ま
え
)
最
勝
会
な
ど
の
講
師
を
つ
と
め
る
。
建
久
四
年
笠
置
寺
に
隠

挫
し
法
然
の
専
修
念
仏
を
批
判
し
て
奈
良
仏
教
の
復
興
に
尽
力
。
承

元
二
年
海
住
山
寺
を
再
興
。
笠
置
上
人
と
よ
ば
れ
た
。
建
暦
三
年

(
一
二
一
三
)
二
月
三
日
死
去
。
五
九
歳
。
京
都
出
身
。
号
は
解
脱

房
。
詮
号
は
解
脱
上
人
。
著
作
に
『
愚
迷
発
心
集
』
な
ど
が
あ
る
。

(
『
日
本
人
名
辞
典
』
)

「
円
照
上
人
行
状
記
』
(
東
大
寺
図
書
館
刊
、
和
装
復
刻
一
九
七
七
年
)

に
よ
る
と
、
「
か
の
門
人
に
党
心
大
徳
〈
房
号
慈
心
〉
、
戒
如
大
徳

〈
房
号
知
足
〉
(
中
略
)
戒
如
大
徳
門
人
一
に
あ
ら
ず
。
円
附
大
徳
・

党
盛
大
徳
・
継
尊
大
徳
・
党
積
大
徳
・
叡
尊
大
徳
・
抑
忠
大
徳
・
修

神
大
徳
・
厳
俊
大
徳
・
抑
制
大
徳
・
辿
位
大
徳
・
慈
忍
大
徳
、
是
の

如
き
等
な
り
。
倶
に
戒
律
を
講
じ
て
各
門
躍
を
生
ず
(
※
原
漢
文
)
」

と
あ
る
。
無
住
は
、
常
陸
の
法
音
寺
に
住
し
て
い
た
際
に
、
叡
尊
の

門
弟
で
あ
る
忍
性
と
の
接
触
が
あ
っ
た
た
め
、
貞
鹿
l
戒
如
ー
叡
尊
ー

忍
性
l
無
住
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
日
)
貞
鹿
が
、
世
親
の
『
唯
識
三
十
頒
』
を
註
釈
し
た
も
の
。

(
時
)
『
沙
石
集
』
巻
一
ノ
二
、
五
、
六
、
巻
三
ノ
七
、
巻
一

O
末
ノ
一

一
に
貞
鹿
が
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
げ
)
註

(
M
)
参
照
。

(
凶
)
建
久
五
年
(
一
一
九
四
)
生
ま
れ
。
興
福
寺
で
法
相
を
ま
な
び
、

法
印
権
大
僧
都
と
な
る
。
党
盛
に
受
戒
し
、
律
の
復
興
に
つ
と
め
る
。

生
駒
竹
林
寺
住
職
と
な
り
、
東
大
寺
知
足
院
を
再
興
し
た
。
建
長
四

一
三
七



国
文
事
論
叢

第
六
十
一
輯

年
(
一
二
五
二
)
八
月
二
八
日
死
去
。
五
九
歳
。
京
都
出
身
。
俗
姓

は
藤
原
。
字
は
信
願
。
号
は
蓮
阿
。
通
称
は
三
位
巳
講
、
生
駒
僧
都
。

(
『
日
本
人
名
辞
典
』
)
註

(
M
)
か
ら
、
党
盛
は
戒
如
の
門
人
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
貞
鹿
l
戒
加
1
党
盛
と
繋
が
る
。
党
盛
と

無
住
の
接
点
は
不
明
な
が
ら
、
律
に
関
迎
し
て
良
遍
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
良
遍
は
、
東
福
寺
の
円
爾
が
『
宗
鏡
録
』
を
講
ず
る
時
に
参

じ
て
お
り
、
禅
も
兼
修
し
て
い
た
。
(
『
聖
一
国
師
年
譜
』
)

(
叩
)
法
相
宗
と
禅
門
の
一
致
を
説
く
。
円
爾
か
ら
『
宗
鏡
録
』
の
講
話

を
受
け
た
後
に
、
進
呈
し
た
書
。

(
却
)
鎌
倉
時
代
の
僧
。
鎌
倉
旧
仏
教
の
な
か
に
あ
っ
て
、
律
の
思
想
を

鼓
吹
し
た
。
字
は
学
律
。
大
和
の
人
。
建
暦
二
年
(
一
二
一
二
)
に

貞
鹿
が
律
を
復
興
す
る
た
め
二

O
人
の
僧
を
選
ん
だ
が
、
彼
は
そ
の

一
人
に
選
ば
れ
た
。
明
慧
上
人
に
華
厳
を
、
戒
如
に
律
を
学
び
、
嘉

禎
二
年
(
一
二
三
六
)
に
は
叡
尊
ら
と
と
も
に
東
大
寺
の
大
仏
殿
で

白
書
受
戒
(
戒
師
が
い
な
い
と
き
、
仏
前
で
自
ら
寄
っ
て
大
乗
戒
を

受
け
る
こ
と
)
し
た
。
仁
治
年
間
(
一
二
四

0
1四
二
三
一
)
に
は

四
条
天
皇
に
菩
薩
戒
を
授
け
、
ま
た
勅
に
よ
り
唐
招
提
寺
に
住
し
た
。

後
醍
醐
天
皇
は
彼
を
大
悲
菩
薩
と
誼
し
た
。
党
盛
は
鑑
真
の
再
来
と

い
わ
れ
、
律
の
復
興
に
果
た
し
た
功
績
は
大
き
く
、
弟
子
も
多
か
っ

た
。
(
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
、
『
日
本
大
百
科
全
書
』
、
『
日
本
人
名

辞
典
』
)

一
三
八

(
幻
)
党
盛
記
。
本
書
は
、
菩
薩
戒
の
混
同
の
な
い
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
(
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
)

(m)
註

(
4
)
に
同
じ
。
無
住
は
、
巻
一

O
ノ
一
で
『
往
生
要
集
』
か

ら
孫
引
き
し
た
『
観
無
量
寿
経
』
及
び
『
観
経
疏
』
の
語
句
を
そ
れ

ぞ
れ
に
確
認
を
し
て
い
る
。

(
お
)
曇
無
識
(
三
八
五
|
四
コ
一
三
)
中
国
の
訳
経
僧
。
中
イ
ン
ド
出
身
。

訳
出
経
典
の
う
ち
、
と
く
に
『
大
般
湿
襲
経
』
四

O
巻
(
そ
の
後
こ

れ
を
、
法
顕
訳
六
巻
本
と
対
校
し
て
つ
く
っ
た
三
六
巻
の
南
本
に
対

し
て
、
北
本
と
呼
ぷ
)
は
中
国
理
襲
宗
の
興
起
を
促
し
、
ま
た
、

『
菩
薩
地
持
経
』
(
『
磁
伽
師
地
論
』
の
一
部
)
、
『
金
光
明
経
』
な
ど

は
、
後
世
の
中
国
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
(
『
日
本
大
百
科

全
書
』
)

(
M
)

仏
陀
の
入
滅
に
関
し
て
説
い
て
い
る
経
典
で
あ
る
。
大
乗
の
『
浬

襲
経
』
は
『
法
華
経
』
の
後
を
受
け
て
、
如
来
が
常
住
で
変
易
な
く
、

ま
た
、
一
乗
の
ゆ
え
に
す
べ
て
の
衆
生
に
仏
性
す
な
わ
ち
仏
と
な
る

べ
き
因
が
本
来
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
る
。
こ
の
衆
生
の
本
性

は
、
常
楽
我
浄
の
四
徳
を
具
え
た
加
来
の
法
身
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま

た
、
般
若
(
さ
と
り
の
智
慧
)
と
解
脱
と
法
身
と
は
、
党
語
の
イ
字

の
三
点
の
ご
と
く
密
接
不
離
な
浬
繋
の
三
徳
で
あ
る
と
い
う
。
一
一

巻
以
後
は
、
こ
の
如
来
常
住
と
悉
有
仏
性
の
教
義
を
さ
ら
に
種
々
の

比
喰
や
菩
薩
の
活
動
を
通
し
、
型
行
、
党
行
、
天
行
、
嬰
児
行
、
病

行
の
五
行
に
よ
っ
て
敷
街
、
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
経
は
中
国
で
南



北
朝
時
代
に
『
法
華
経
』
と
並
ん
で
尊
重
さ
れ
、
と
く
に
仏
性
思
想

は
後
の
中
国
・
日
本
の
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
白
(
『
仏
書
解

説
大
辞
典
』
、
『
日
本
大
百
科
全
書
』
)

(二

O
一
五
年
三
月
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
)

『
沙
石
集
』
出
典
考

一
三
九


